
能登半島北東部珠洲市若山川沿いに認められた地表変状について

右図の範囲

東京大学地震研究所，富山大学

• 国土地理院の公開した正射
画像（珠洲 1/2撮影）の判
読により確認

• 2024年1月27日に現地調査

東西約2 ㎞の範囲において，南上がりの低崖や褶曲変形が確認された．上下変位量1.4 m～2 m，一部で
は約1.2 mの左横ずれが計測された．

一部では河成段丘と蛇行する河川を横切って直線状に延び，地すべりや斜面崩壊では説明できないこと
から，地表地震断層と推定される．若山川沿いに東西に延長する可能性が高い．

低断層崖，褶曲変形
変位量計測地点

次ページの
図の範囲

調396-(3)-12



地表変状の様子（2024/01/27撮影）

①
②

③

④

④

③

②①
東に向かって撮影

南に向かって撮影西に向かって撮影南西に向かって撮影

擁壁の破断と湛水 擁壁の破断と湛水 水田に生じた崖

水田に生じた崖


